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イ ヒブ ナ イ タ チ (冬毛)

(大正十三年十二月 青森市産 刺戟横車)

冬 眠 中 の ヤ マ ネ

(昭和四年一月 下北郡佐井村字坂田虚)



和田 = 青 森 農 産 噛 乳 類 日 韓 (1)

青森 嚇 産 噂乳類 目録

和 田 千 裁

青森解産噂乳類の分布Iと甜 しては､従雅彦まった記録が表れてゐないo予

は 日頃騎内各地の獣類を海陸両方面に亙って調香を按けて釆たが､昭和九年

九月上旬に陶かれた東奥日報社主催の青森解博物展野合の際には約40種位の

日録を書き上 ぐることが的来たO庭がその後精細に調べてみると50種以上に

蓮する噂乳類が願内に産することが判ったので,取敢す本誌を借 りて紹介す

る事としたC但 し調香粗偏の鮎もあるべ く其等は他日槍補する琢定である.

本荒に採用した分類法は岸田久吉氏の噂乳動物園解 (大正十三年)によっ

たのである｡

(A) INSE:CTIVORA 全 島 目

(I) TALPIDAE モグラ科
Jh M ン●T

Lく仏 也やあ ーー /jJd
(1) 三･lTogerawogura W伊 抑 一柳 ~ー-

和 名 チブ 号 音辛 テー~iケ'7号7>
方 言 ももらもづ もぐらもづ

採取地 東津軽郡諏訪ノ浮,南津軽郡竹館,青森市 (白化せる

ものの標本を赦す)

(2) tTrotrichtiatalpoideshon血niS THOMAS,1908.

和 名 ホンシウ ヒ ミズ

方 言 ももらもづ

採取地 八甲田山,下北郡大間.､恐山 青森市,東津軽郡龍飛

(Ⅱ) SORICIDAE トガリネXミ科

(3) CrocidtlTa(Crocidura)dsinemmi chisai THOMAS,1905.



(2) 青 森 博 物 研 究 官 骨 報 第五韓 (April 19?7･)

和 名 ホンシウヂネズ ミ

採取地 青森寸f外玲森 (1930･lot10･佐藤蔀氏採取)

･(4) Chimarrogaleplatycephala (TEMMINCK,1842.)

TfIOMAS, 1905.

和 名 カ- ネズ ミ

方 言 かねずみ

採取地 弘前市.青森市水上警察署前を流るる小川

(5) Soiexshintoshinto TfIOMAS,1903.

和 名 トガ 1)ネズ ミ

方 言 いひづな (三戸部名久非村)

採取地 上北郡野遠地､三戸部名久井､西津軽郡車力

(B) RODE:NTJA 審 歯 目

(ⅠⅠⅠ) ZJEPORIDAE ウサギ科

(6) Lepus'brachyuruSetigo ABE,1918･

和 名 ヱチゴウサギ (越後兎)

方 言 うさぎ をさぎ

採取地 下北郡大間,八甲田山､岩木山蕗､夏泊牛島

(7) ZJePtlSbrachyuruBbrachytlruS TEMMINCX,1845.

和 名 ノウサギ (各自化せす)

方 言 うさぎ

採取地 三戸郡市川.斗川.上北郡三洋

(IV) EtTSCARDI甘IDAE ヤマネ科

(8) GlirulnsjaponictlB (ScfIINZ,1845･)THOMAS.1SX)5･

和 名 ヤマネ

方 言 きのこだま

採取地 八甲EE]山.下北郡佐井柑大字常田(扉国版.塗.q)

大奥村大字奥戸及び大問

(V) m AE ネズミ科

(9) mcrotⅥ.8mOntebelli (nIILINE-EDWARDS,1874.)

和 名 - タネズ ミ

方 言 ねずみ



和田 : 青 森 麻 産 噂 乳 類 日 銀 (3)

採取地 下北郡大間,青森市

(10) Evotomysmiigatae (ANDERSON,1909.)

和 名 ヤチネズ ミ エイガ タネズ ミ

採取地 西津軽郡深浦,赤石

(ll) EvotomysandersoniTHOMAS,1905.

和 名 7tPホクヤチ ネズ ミ

採取地 八甲田山,西津軽郡車力

(12) ApodemllSSpeCicsusspeciosllS (TEMMINCK,1845.)

和 名 アカネズ ミ

採取地 八甲田山酸ケ湯附近

(13) ApodemllSgeishageisha (THOMAS,ltX)5.)

和 名 ヒメネズ ミ

採取地 八甲田山 (酸ケ湯大岳鏡沼呼)上北郡野適地 (種馬併

及び公園)

(14) RattusrattusrattllS (LINNAEUS,1758.)

和 名 クマネズ ミ

採取地 八甲田山酸ケ湯温泉客含,青森市

く15) RatttLSrattlュsdexandrinllS (GEOFFROG,1803.)

和 名 エヂプ 7tネズ ミ

採取地 青森市,東津軽郡三厩

-(16) RatttlSnOrVegictLS (ERXLEBEN,1777.)

和 名 7tブネズ ミ

採収地 八甲田山較ケ湯温泉,大間排天島煙毒及び解内各地

(白化せるもの往 掃々はる)

(17) RatttLStane2:tlmi (TEMMINCKetScHLEGEL.1842-1845.)

和 名 クネズ ミ

採取地 青森市,上北部野遠地

(18) h'usmolossin-lSTEMMINCKetScHLEGEL,1845.

和 名 -ツカネズ ミ

採取地 青森市,弘前市,八戸市

メ(VI) SCItTRIDAE リ ス 科

(19) ScillruSIts TEMMINCK,1845.

和 名 リス

方 言 きねずみ



(4) 青 森 博 物 研 究 骨 骨 報 第五戟 (April 193T.)

採取地 八甲田山､十和田湖畔､下北郡大間

(VII) PTEROⅡIDAE ムササピ科

(20) PetatlristaletlCOgenySnikkomis THOMAS,1905.

和 名 エツクワウムササビ

方 言 ぽんどり むささび.

採取地 八甲田山､下北郡大間､佐井(21) ScillrOPteruSmOmOIlgaamygdali TfIOMAS,1905.

和 名 ホンシウモモンガ

方 言 よぶ しま (十和田附近)

採取地 八甲田山､十和田山

(C) CHIROPTERA 貿 手 目

(VIII) VESPERTIZ･IOmDAE ヒナカウモ TJ科

(22) PlecotllSauritllSSaCrimontis ALLEN,1908.

和 名 ウサギカウモ1)

採取地 青森市

(23) yyctalllSaviatorTfIOMAS,1911･

和 名 ヤマカウモ1)

採取地 青森市､八甲田山酸ケ湯､弘前

(24) PipiStrellllSabramtlS (TEMMINCK,1835.)

和 名 アブラカウモ1)

方 言 かもりねずみ

採取地 八甲田山城ケ倉､ 西津軽郡岩崎村ガ'/ガラ穴､ 青森･:

市善知鳥神社

(25) Rhinodophusmippon TEMMINCK,1835.

和 名 キクガシラカウモ1)

採取地 東津軽那揖内

(D) PRlMATES 室 長 目

(ⅠⅩ) CY甘OPITEECIDAE キJピテクス科

(26) m caca(Innus)fllSCata (BLYTH,1875.)



和田 : 青 森 願 産 噛 利 親 日 銀 (5)

和 名 サル シコクサル ニホンサル マシラ マ シコ

方 言 まし

採取地 下北郡佐井､東津軽郡大倉岳

(E) CARNIVORA 食 肉 目

(Ⅹ) tTRSIDAE ク マ 科

(27) tTrstlStOrqtlattlSjaponictlS ScHLEGEL,1857.

和 名 クマ ツキノワグマ

･ 採取地 下北郡恐山,西津軽郡赤石

(ⅩⅠ) CANIDAE イ ヌ 科

(28) CantsluptlShodophylax TEMMINCK,1844.

和 名 ヤマイヌ

方 言 おいの おうがめ おうがみ

採取地 絶滅種にして今は軍に宙骨の模本を見るに過ぎない

(29) Fyctereutesviverrinus TEMMINCK,1844.

和 名 タヌキ ムジナ

方 言 くさいこ たのぎ

採取地 南津軽郡中郷,竹棺,下北郡近川

(30) Vulpesjapomicus GRAY,1866.

和 名 キツネ

方 言 いな りさま

採取地 下北郡川内､南津軽郡什館

･(ⅩⅠⅠ) HtTSTEIJDAE イタチ科

(31) Helesanakuma TEMMINCK,1844.

和 名 アナクマ

方 言 まみこ まみ めよ

採取地 八甲田山､東津軽郡大倉岳･

(32) htraltltralntra (LINNAEUS,1758.) ･

和 名 カ- ウソ

方 言 かはそ かねこ こうねこ

採取地 上北郡相坂川､青森市沖館川



(6) 青 森 博 物 研 究 骨 骨 帝 第五鍵 (April1937.)

(33) Ⅱnstela(nlustela)ermineanippon(CABRELA,1913.)

和 名 ヲコジヨ ヤマイタチ

方 言 しろいたぢ (冬毛は自愛する故)

採取地 八甲田山新湯附近､東津軽郡高田､南津軽郡浪岡

板留

(34) Ht18tela(nlustela)riⅩosanamiyei rlURODA,1921.

和 名 イヒヅナイタチ コエゾイタチ(日本動物園鑑)

方 言 ゑづな かせぎ ひとさつ くきつねこ

採取地 東津軽郡油川(野木羽公園)､青森市(扉囲版､参照)i

上北郡百石

(35) Ht18tela(Lutreda)itatsiitat8i TEMMINCK,1844･.

和 名 イタチ

方 言 いだづ

採収地 八甲田山､青森市､弘前市

(36) lIarte8melamptLSmelampllS(TEMMINCX,1842.)

和 名 テン キチン

方 言 でんこ

採取地 八甲田山､東津軽那戸崎､下北郡佐非

(ⅩⅡ工) OTARⅡDAE アシカ科

(37) Zaloplt18lobat118 GRAY,1822.

和 名 アシカ

方 言 とど となり

採取地 西海岸久六島､青森碍(油川)

(38) Callotariatlr8ina (LINNAEUS,1758.)

和 名 オッ トセイ

採取地 青森萄(稀に漁網に漂入す)

(ⅩIV) OI)OBEyIDAE セイウチ科

(39) Odobenusobest18 (ILLIGER.1804-1811･)

和 名 セイウチ(海象､海馬)

採取地 八戸市白銀三島下海達岩礁上に昭和十二年三月五EF

(朝)に出現銃撮された｡

(ⅩV) PEOCIDAE アザラシ科

(40) Phoca(Pagom.ys)largha PALLAS,1831.



和EFl = 青 森 廓 走 時 乳 類 日 銀 (7)

和 名 フイ りアザ ラシ

方 言 あじやらし

採取地 下北郡大間(津軽海峡)

(41) Phoca(Phoca)vitdina LINNAEUS,1758.

和 名 アザ ラシ

方 言 あじやらし

採取地 東津軽郡荒川(境川上流)､青森滞(油川)

(F) CETACEA 鯨 獣 目

(ⅩV工) BA工AEyOPT'ER王DAE ナカスクヂラ科

(42) Balaenopteraphy姐1118 (LINNAEUS,1766.)

和 名 ナガ スクヂ ラ

採取地 八戸沖合,野遠地増

(43) Balaenoptera8ibbaldii (GRAY,1847･)

和 名 シロナガスクヂ ラ

採取地 八戸沖合

(44) Balaenoptera.boreali8 LESSON,1828.

和 名 イワシクヂ ラ

採取地 野遠地帝(揺)

(45) コ:Iegapt8ranOdosa (BoNNATERRE,1789.)

和 名 ザ トウクヂ ラ コモチ クヂ ラ

採取地 八戸沖合(極稼)

(ⅩVH) BALAE甘IDAE セミタデヲ科

(46) BalaenaglacialiB BoNNATERRE,1789.

和 名 セ ミクヂ ラ

採取地 八戸沖合(柿)

(ⅩVH工) PEYSETt玉RIDAE マックワウタデヲ科

(47) Phy8etermaCrOCePhalllB LINNAEUS,1758.

和 名 マ ックワウクヂ デ

採取増 野遠地滞(揺)

(Ⅹ工Ⅹ) I)ELPm AE イルカ科

(48) I)elphintlBdtlSSumieri BLANTORD,1891.-



(8) 青 森 博 物 研 究 書 骨 和 事五蒙 (April 1937.)

和 名 イル カ マイル カ

方 言 ゆ りが 頭骨を鳥天狗と云ふ

採収地 青森噂､津軽海峡

(49) Globicephalascammoni (〕opE,1869･

和 名 ゴン ドゥ ゴン ドゥクヂ ラ

採取地 大間(津軽海峡)

(G) ARTl0DACTYu 偶 蹄 目

(ⅩⅩ) StTIDAE ヰノシシ科

(50) Busle-lCOmyStaX TEMMINCK,1845･

和 名 ヰ ノシシ

採卑地 上北郡天間林貝塚 (本殊にでは既に絶滅 し諸所の貝塚

よりその扉骨が喪見されるに過ぎない)

(ⅩⅩ工) CERVIDAE シ カ 科

(51) Germs(Sikh)nipponnippon TEMMINCX,1837･

和 名 シカ

採収地 角は上北郡天間林貝塚 (本棟では絶滅の状態で､その

角は各所に保赦され.又貝塚にも蔑見される)

(52) CervtlS(Cervus)nat8tLtnOtOi KISHIDA,1924･

和 名 エゾアカシカ

採取地 明治初年迄大間附矧 こ多かったとの事であるが何時の

間にか捕 りつ くされてしまひ. その角は唯大開小峯校

に完全な大形のものが保存されてあるに過ぎない

(ⅩⅩ工Ⅰ) BOⅥDAE ウ シ 科

(53) Capricornis(Caprioornulus)CrisptlS(TEMMINCK,1840･)

和 名 カモシカ(玲羊)

方 言 あをLL あを

採取地 東津軽都大会岳.北津軽郡相内,上北部族漬

(H) PROBOSCIDE:A 長鼻目(象目)

(ⅩⅩ工Ⅰ工) PAIJAEO芯ASTODO欝でⅠ丑AE J{レーオマス Iffン科
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(54) PalaeolcxodoJla?mOrien由 ToKUNAGA,19361 ･

和 名 アヲモ T)ザウ (新柄)(化石軽)

採取地 上北郡七戸町天神林七戸川沿岸の洪積統砂質粘土膚 よ

JGせJ疋押 (/律ん) り大正十年石田収蔵氏によれ車軸され､その歯及び骨

仰 臥 A尤t印 ･髄は全部東京農業大串に保赦されてみる

以上本珠産噂乳類は 8日23科 54種類 (亜種を含む) となるが､これを更.

に内諾 してみると夷の接である｡

(1) 食曲目 2科 2撞 3亜種 (2) 智歯目 5科 9睦 7亜種

(3) 翼宇目 1科 3擁 1亜撞 (4) 婁長日 1料 1位

(5) 食肉目 6科 8節 7亜睦 (6) 盤獣目 4科 8撞

(7) 偶蹄目 3科 3位 1亜榛 (8) 長鼻目 1科 1位

以上懸崖噂乳類は亜坪を加-て54種となゐが､ これを日本仝土産噂乳類の

亜種を含めた 約200坪に比較すると約27%に雷る｡然 し之を北海道産噛乳難

と比較 してみると,煤塵のものは十種以上も多いと計算され雨もその由来は

人馬的に移入された りしたものがな_く､重 く自然の分布邦を発揮 してゐる特

孜がある.而 してその分布範囲が北海道と共通 してゐるものには陸産のクマ

ネズミ,エヂブ トネズミ. ドブネズミ.ウサギカウモ 1).ヤマカウモ1),千

クガシラカウモ I).カ-ウソ､イヒヅナイタチ､イタチ､シカ.ヱゾアカシ

カ等の11種､海産のアシカ,オツTtセィ.フイリアザラシ,アザラシ.ナガ

スクヂラ､シ77ナガスクヂラ､イ-シクヂラ､ザ トウクヂラ.セミクヂラ､

マックワウクヂラ､イルカ. 3'ンドゥ等の12位.合計23位あるが､海産噛乳

類は季節的に廻挿 した り蕃現した りするものであるから便宜上之等を省略す

ることとなせば,共通種は僅か11種に過ぎない○

此の数字を本解毒噂乳熱線敦64から海産嘱乳類数13を差引いた'41に比較す

ると其の約釘%に過ぎなくな り､他の残った約73%のものは.北海道とは全

然簡保がなく､反って圭として本州中部以南と共通するものである｡

之の由来は津軽海峡 と云ふ障害が出雅た食め､r南方から北上 して来たもの

は本解に止まり,又北方から南下して来たものは北海道に止まった結果に依

るものである｡又魚が奉幣七戸から化石として費見されたのは､地質時代に

本邦がアジア大陸と睦績きであった常時,現在の朝鮮海峡を経て.本州を北

上 し.本解に遷 したのであるが.七戸附近は彼等生存の好環境をそな-てあ

ったに達ひがなく,此の事は現在立派な牧野になって居る瓢から考-ても忠

像 し得る鬼であるO

而して解産噛乳類中には本幣特産種と荊すべきものがないが.畢界に珍重



(10) 青 森 博 物 研 究 合 食 報 第五戟 (April 1937.)

されてめるものは先づヤマネである,叉 サル,カモシカ,キツネ､タヌキ等

もいづれ第らぬ珍獣である.i

今後の研究は噂乳類では頭骨の模本が基準になるものであるから,各地で

捨てて顧みられないキツネ,タヌキ, クマその他の涙骨は新吉完不完全に係

はらす出来るだけ注意して蒐めて頂き度いのである｡予はそれに勤 しては租

官 の謝,-Bを差上げる準備が出来て居る故官員諸君の熱誠なる御壷力を懇疏 し

期待する次第である｡

引 用 文

(1) 青木文一郎

(2) 同 上

(3) 同 上

(4) 阿部余四男

(5) 岸田 久青

く6) 黒田 長稚

く7) 同 上

(8) 同 上

敵
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